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参加している。 2001年 11月には島根県出雲市で聞かれた rIZUMOドラゴンフェスタ 2001Jに招
聴され、長崎県長崎市の長崎十善寺龍踊会、山口県岩国市の蛇踊、鳥取県鳥取市の酔龍団(龍獅圃
が舞龍の指導に当たっている)などとともに舞いを披露した。出演回数は年によって大きく変わる
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自文化を演じる、異文化を演じる(高橋)




























(17)ホブズボウム、 E. i序論-伝統は創り出されるJ(ホブズボウム、 E.、T. レンジャー編『創
られた伝統』前川啓治他訳、紀伊国屋書店、 1992年)、 10頁。
(18)王、前掲書、 165・170頁。
(19)舞獅隊には国籍を問わず加入することができ、 2001年現在 2人の日本人が参加しているが、
グループ全体から見れば華僑が主体であることには変わりない。
(20)結成当初は 1、2人の華僑も加わっていたが、現在は日本人だけで構成されている。
(21)中華会館、前掲書、 249・250頁。
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(22)各舞獅グループへの聞き取り調査は 2001年7月"'11月にかけて行った。調査は徳島大学総合
科学部開講「地域調査実習BJの授業の一環として行われたもので、聞き取り調査にあたっては調
査員として学生諸氏の協力を得た。より詳細な聞き取り調査のデータに関しては、高橋晋ー他「神
戸の舞獅J(呉宏明編『神戸と外国文化』第9集、京都精華大学人文学部呉研究室、 2002年、 122・157
頁)を参照されたい。
(23)玉、前掲書、 272頁。
(24) I脱文化化」の一例としては、女子の舞獅参加の問題が挙げられる。本来中国では女子が獅子
に入ることは忌み嫌われ、華僑の場合でも子供を除き女子が獅子を担ぐことはまずない。しかし兵
庫商業高等学校龍獅圏では、神戸らしい活動ということで舞獅に取り組んでいるので、こうした伝
統にこだわらず女子も獅子を担いでいる(ただし、これには同校に女子生徒が多いという特殊事情
もある)。
(25)華僑系の舞獅グループにおいては、依然として舞獅は「手段としての文化」、すなわち「中国J
を表象し、それを通じて自己(中国人としてのアイデンティティ)を確認する文化としての性格を
強く持っているが、非華僑系の舞獅グループにおいては、導入の時点では(踊りを通して何かを得
るという) I手段としての文化」であったものが、次第に踊ること自体を目的とする「目的として
の文化」へと変容してきていると言えよう。こうした活動の方向性の違いも、結局は、華僑社会と
いう根の有無に起因するものと考えることができる。
(26) context-sensitive、context-freeは、ノーム・チョムスキーの用いた術語である (r文法理論の諸
相』安井稔訳、研究社、 1980年)。
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